
1

2021/10

資産運用会社の立場からの
経済社会の脱炭素化への貢献に向けた取組み

※ 本資料ならびに発言内容のうち、意見にかかわる部分は、所属組織の見解ではなく、すべて個人的見解です。

※ 本資料の一部およびすべてを複製、転載または配布、印刷など、第三者の利用に供することはお控え下さい。

林 寿和
ESG推進部



ニッセイアセットマネジメントについて
• 2006年に責任投資原則（PRI）に署名し、2008年より10年超にわたりESG運用（ESGインテグレーション）に取

り組む

• 2019年1月にTCFDに賛同を表明。また、2021年３月にNZAMI (Net Zero Asset Managers Initiative)に加盟
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資産運用会社の立場からの経済社会の脱炭素化への貢献に向けた取組み例

1. 国内外のイニシアチブ等への参画と活動
• NZAMI (Net Zero Asset Managers Initiative)、JCI、PCAF(Partnership for Carbon Accounting 

Financials)、AIGCC(Asia Investor Group on Climate Change)、CDPなど（順不同）
• PCAFの方法論に基づき、ニッセイアセットの投資ポートフォリオに帰属するGHG排出量の

算定・開示を実施。今後、NZAMIの枠組みに基づく中間目標を策定する予定

2. 投資先企業との対話（エンゲージメント）

3. アセットオーナーに対する情報発信

4. 政策（気候変動対策、企業情報開示など）への働きかけ

5. ESG運用の強化と提供
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気候シナリオ分析結果からの示唆
• ニッセイアセットのE（環境）評価が高い企業群について、気候シナリオに応じて企業価値が将来的にどの程度変

化しうるのかについて分析を実施

• その結果、特に1.5℃シナリオ下において、E評価が高い企業群は、TOPIX構成企業群と比べて企業価値が増大す
る可能性を示唆する結果が得られた

出所：ニッセイアセットマネジメント (2021) 「スチュワードシップレポート2021」28頁
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